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岩
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∞
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∞
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∞
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。
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出
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。

こ
れ
は
と
-
晶
。
ミ
で
あ
っ
て
、
作
者
は
現
実
生
活
を
否
定
し
て
い
る
。
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っ
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。
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〉
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司
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∞
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。
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∞
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通
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。
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。
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∞
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す
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 m
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 c
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 d
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towards the 
interesting 

possessors 
of 
it. 
1
 k
n
o
w
 s
o
m
e
 
res

司

pectable 
people 
w
h
o
 don't 
consider 

themselves 
at 
liberty 
to 

indulge 
in 
friendship 

for a
n
y
 individual w

h
o
 has not 
a
 certain 

c
o
m
p
e
t
e
n
c
y ，
 or 
place 
in 
society. 

(Chap. X
X
I，
 pp. 
202-203.) 

)J 
Q
-
Y
ゎ
必
〈
姻
Q
制~吊~
('ν
ム
テ
(
}
~<1Jr 
時J*
市
“
V
a
n
i
t
y

Fair
円
う
だ
Q
~
~
心
。

T
h
a
c
k
e
r
a
y
Q
 1111IT桃

w
~
心
長
官

P

V
a
n
i
t
y
 Fair.--

V
a
n
i
t
y
 Fair! 
H
e
r
e
 w
a
s
 a
 m
a
n，
w
h
o
 could 

not 
spelI， 
a
n
d
 did 
not 
care 
to 
read -
w
h
o
 h
a
d
 the 
habits 
a
n
d
 

the 
c
u
n
n
i
n
g
 of 
a
 boor: 
w
h
o
s
e
 a
i
m
 in 
life 
w
a
s
 pettifogging: 

w
h
o
 n
e
v
e
r
 h
a
d
 a
 taste，
 or
巴m
o
t
i
o
n，
or 
e
n
j
o
y
m
e
n
t，
 but 
w
h
a
t
 

w
a
s
 sordid 
a
n
d
 foul; 
a
n
d
 yet 
h
e
 h
a
d
 r
a
n
k，
 an
d
 h
o
n
o
u
r
s，
 an
d
 

p
o
w
e
r ，
 so
m
e
h
o
w
:
 a
n
d
 w
a
s
 a
 dignity of the 

land
づ
a
n
d
a
 pillar 

of the state. 
H
e
 w
a
s
 high sheri

妊，
a
n
d
 rod
巴
in
a
 golden coach. 

Great ministers 
a
n
d
 statesmen 

courted 
h
i
m
;
 
a
n
d
 in 
V
a
n
i
t
y
 

Fair 
h
e
 h
a
d
 a
 higher 
place 
that 
the 
m
o
s
t
 brilliant 

genius 
or 

spotless 
virtue. 
(Chap. 
1
X ，
 p. 
85.) 
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リ
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主
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眼
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8
n
o
b
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必

Q
~
付
命
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o
)J Ql11lil献

立
隅
州
製
~
杓
長
ν
ム
l
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(
l
判
長
A
I
~
剤
世
ど
詞

1

4ミ
岡
〔
、
ν
~
ぷ
。
々
兵
士

J.
Y
.
 T
.
 
G
r
e
i
g
 
Q
 111lil
炉
心
リ
ぐ
は
吋
テ
O

A
I
'
告$
Q
緩
や
必
ぬ
の

1t 
(i. 
e. 
the 
w
o
r
d
 
s
l1ob) 
w
a
s
 
a
 C
丘
m
b
r
i
d
g
e
w
o
r
d
;
 
a
n
d
 
h
e
 

[
T
h
a
c
k
e
r
a
y
J
 
h
a
d
 b
e
e
n
 
familiar 

w
i
t
h
 it 
since 
his 
d
a
y
s
 as 
a
n
 

undergraduat
巴
.
Originally 

m
e
a
n
i
n
g
 only 
'
t
o
w
n
s
m
a
n
う
as
o
p
国

posed 
to 
'
g
o
w
n
s
m
a
n
'
，
 it 
h
a
d
 s
o
o
n
 b
e
 turned 
b
y
 m
e
m
b
e
r
s
 of 

the 
University 

into 
a
 t
e
r
m
 
of 
abuse 
roughly 

equivalent 
to 

，
 
l
o
w
 fellow，
 cacl，
 or b
o
u
n
d
e
r
 '. 
T
h
a
c
k
e
r
a
y
 n
o
w
 a
n
d
 then m
a
k
e
s
 

use 
of 
it 
in 
this 
sense 
in 
his 
carlier 
writings ，

 an
d
 e
v
e
n
 c
o
n
崎

tinues 
to 
clo 
so 
after 
772e 
B
o
o
k
s
 o
f
 
5110bs 
has 
estab!i
shed 
it 

in 
general 
slang 
w
i
t
h
 
the 
m
o
r
e
 restricted 

m
e
a
n
i
n
g，
 'peτson 

w
i
t
h
 a
n
 exaggeratecl 

respect 
for 
wealth or 

social 
position
ヘ

。
C
o
 
，...; 



'tI1
e
 trutI1 
is 
tI1
at 
aItI1
0
u
g
h
 T
h
a
c
k
e
r
a
y
 I1
imseIf 
m
u
s
t
 b
e
 
I1
eld 

chiefly 
responsible 

for 
giving 
the 
w
o
r
d
 
this 
special 
twist 
of 

m
e
a
n
i
n
g，
 he
 did 
not 
set 
out 
with this 

intention; 
nor did 
h
e
 

realize 
at 
a
n
y
 stage 
of composition exactly w

h
a
t
 h
e
 h
a
d
 done. 

H
巴
h
a
d
n
o
 clear 
notion 
w
h
a
t
 the 
w
o
r
d
 m
e
a
n
t
 
to 
h
Ilu
 or 
to 

a
n
y
b
o
d
y
 else. 
His chief 

need 
w
a
s
 for 
a
 short explosive 

t
e
r
m
 

w
h
i
c
h
 h
e
 could 
fling 
like 
a
 ha
n
d
 grenade 

at 
the 
people 
h
e
 

disliked. 
T
h
e
 t
e
r
m
 snob 
s
e
e
m
e
d
 
to 
h
i
m
 as 
g
o
o
d
 a
 projectile 

as 
a
n
y
 othe
r. 
It 
exploded 

prettily -
t
h
o
u
g
h
 it 
often 
missed 

the 
target 
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p
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p
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w
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f
a
m
o
u
s
 d
e
五
nition
of 
a
 snob as o
n
巴
'
w
h
o

m
e
a
n
l
y
 
admires 
m
e
a
n
 thing "

 (Punch，
 311) 
t
h
o
u
g
h
 it 
m
a
y
 

s
o
u
n
d
 excogitated，

 wa
s
 i~ fact 
casuaI，
 irrelevant，

 an
d
 at 
once 

forgotten 
b
y
 T
h
a
c
k
e
r
a
y
 
himself. 
1n 
a
n
y
 event ，
 it 
w
a
s
 far (00 

comprehensive. 
A
 lit t1
e
 later，
 while blundering r

o
u
n
d
 a
 me
a
Il-

ing，
 he
 
equated 

snobbishness，五
rst
with 
worldliness，

 then 

with h
u
m
b
u
g
'，
 then with ιan u

n
h
a
p
p
y
 passion 

for 
peacock's 

feathers. 
T
h
e
n
 
h
巴
admitted

non-chalantly; 
'
W
e
 can't 
say 

w
h
旦
it
is，
 an
y
 m
o
r
e
 
than w
e
 can 
de五
n
e
wit，
 hu
m
o
u
r，
 or 

h
u
m
b
u
g
;
 but 
w
e
 l
m
oω
w
h
a
t
 it 
is
一
也
statem

巴nt
to 
w
h
i
c
h
 

e
 

his 
o
w
n
 'Snob' 
papers 
give 
the 
lie. 
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叶日戸白凸]同開門戸凶可

の
態
度
が
決
定
さ
れ
て

討
H
?
と
い
う
作
品
に
対
す
る

く
る
の
で
あ
る
。

て
ミ
民
号
、
お
守
、
が
一
巻
の
も
の
と
し
て
昆
島
年
に
出
版
さ
れ
た
時
に

付
け
ら
れ
た

E
K
F
Z
2
乙
当
5

2
同
〉
同
2
0
3
と
い
う

Z
T丘町

の
解
釈
は
繭
釆
様
々
に
な
さ
れ
て
き
た
。

E
Z
2
0
3
と
い
う
言
葉
を

「
英
雄
」
と
い
う
意
味
に
と
り
、
「
英
雄
の
い
な
い
小
説
」
、
或
は
、
「
主

人
公
」
の
意
味
に
と
り
「
主
人
公
の
い
な
い
小
説
」
と
か
「
男
性
主
人

公
の
い
な
い
小
説
」
と
い
う
解
釈
、
或
は
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
意
味

か
ら
「
英
雄
及
び
主
人
公
の
い
な
い
小
説
」
と
と
る
も
の
や
、
つ
英
雄

の
よ
う
な
主
人
公
の
い
な
い
小
説
」
と
と
る
考
え
方
が
あ
っ
た
。

こ
の

E
ず
吾
日
開
は
ま
ず
第
一
に

E
E
2
0
3
は
「
主
人
公
」
で
あ
り
、

E
司
王
5
己

〉

出

2
0
3
は
「
一
人
の
主
人
公
の
い
な
い
小
説
」
で

あ
り
、
物
語
の
筋
が
一
人
の
人
物
を
中
心
に
拡
大
さ
れ
た
り
、
或
は
集

中
し
た
り
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

第
六
章

E

〈
田
口
阿
「
と
つ
で
の

g品
目
。
∞
ゲ
ミ
ロ
白
と
〉
き
巾
戸
山
田

∞
伺
門
出
3

J

H

。∞
2urω
巾
LFU刊
と
切
2
-
q
ω
円
回
国
吾
、
が
片
田
口
片
岡
)
己
ロ
ロ
「
を

飲
む
場
面
が
あ
る
。
其
処
に
次
の
よ
う
な
文
章
、
が
あ
る

l
i

吋

r
a
r
c耳目。同月同口日円

]VZHH口Y
4
8
F
m
n吉田
0
0内問--岳山田
rzcHU『・

〉
口
弘
耳
『
巳
ロ
O仲間

ro者
-
c同門出口日円

]VHHロ
ロ
}
戸
田
町
君
。
ロ
回
目
白
ロ
可

C
F
2

8
5
1
4ぐ
自
白
色
付
白
ぎ
主
え
官
5
2
n
田
口
氏
任
。
ロ
2
8
0同
司
曲
目

HNcm但言。ロ
L
w
ω
5号
山
口
間
同
HOB
忌
m
4
2
E
司
，
宅
向
田
口
。
仲
間

rod司
-
o同

耳
目
白
骨
子
。
口
同
口
由
。
。
同
仏
o
s
u
m
o
h
k
p
F
H
E仏
m山
岳
刊
の
お
mwFO門誌

]22v

L
o
g
D
2
H
)円
・
戸
内
山
口
背
広
円
。
認
可

g
v
l
g
丸

三

時

r
u
r
o
-
-同
g
n
r

HM己口市}戸山口出口町ロロ巾

4hro-F件
。
由
。
町
田
口
己
戸
四
日
日
】
ユ
ロ
口
~HV白-口『由同国ロ件。門戸山-ロ

HEm
公
害
正
当
』
円
F
E
;
z
o
H
O
V
3
5
5
5
3
5者

HOE-ロ
m-

ロ
5
出
口
。
君
主
岳
凸
片
岡

rrv
由
]
F
o
z
m
r
g
o
z
o同
忌
2HH
仏
日
仏
口
三
宮
田
g

c
h
x・
((ur担
問
》
・
〈
戸
市
H
V

・
8
!日仏・)

こ
の
引
用
丈
の
中
の

E
出
口
任
問
官
即
日
目
宮
-
n
r
2
2
8
5
z
p
z

J
向。
4
巾
-
d
-
F
r
o
c仲
間
出
2
。
3
と
い
う
句
、
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

E
当
5
0己
仲
間

E
2
0
3
と
い
う
の
は

E
当
F
E
E
S
O
出
号
。

3

、
の
意
味
で
あ
る
。
叉
、
こ
こ
で
は

E
出
2
0
3
は
単
に
「
主
人
公
」
を

意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

krru内田
H
H
P
H
F冊
。
2
え
が
引
き
あ
い
に

も
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
英
雄
」
を
も
さ
し
て
い
る
。
功
業
に
よ
り

衆
輩
に
抜
き
ん
で
た
人
物
、
そ
し
て
彼
等
を
代
表
す
る
よ
う
な
偉
大
な

人
物
、
叙
事
詩
の
中
心
人
物
に
応
わ
し
い
よ
う
な
「
英
雄
」
、
そ
う
い

う
一
人
の
人
物
に
よ
っ
て
、
こ
の
て
R
H
N

た
旬
、
岳
民
ー
と
い
う
小
説
は
動

か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ロロ
HHUBロ
の
同
JrNJV目的ミ
S
J
N
J
1
0尚
之
訟
は
叙
事
詩
で
は
な
い
が
、

主
人
公
(
リ
「
江
田
片
山
田
口
は
英
雄
に
劣
ら
ず
雄
々
し
い
功
業
を
と
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
て
お
M
N
N
4

句
、
岳
民
、
と
い
う
叶
r
R
r巾
吋
ミ
!
の
見
た
社
会
に
は
、

h
r
己
主
出
口
に
相
応
す
る
よ
う
な
一
人
の
主
人
公
が
い
な
い
ば
か
り
で

は
な
く
、
英
雄
も
い
な
い
。
こ
こ
に
見
当
る
人
聞
は
、
観
察
者
も
含
め

て
、
皆
弱
々
し
い
、
は
か
な
い
習
俗
の
と
り
こ
に
な
っ
た
人
問
、

g
oゲ

ば
か
り
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
確
か
に

H
，
r
s
-
8
5可
の
目
的
は
れ
れ
ぐ
守

口
日
々
匂
曲
目
円

ww
と
い
う

E
C
}
)

の
集
っ
た
「
人
生
の
博
覧
会
を
見
物
す

110ー
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If 
this 
is 
a
 novel 
without a

 hero，
 at 
least 
let 
us 
lay 
claim 

to 
a
 heroine. 

N
o
 m
a
n
 in 
the 
British 
a
r
m
y
 w
h
i
c
h
 has 
mar-

ched a
w
a
y ，
 not 
the 
great 
d
u
k
e
 himself，

 could .b
巴
m
o
r
e
cool 

or 
coUected 

in 
the 
presence 

of 
doubts 
a
n
d
 
difficulties ，

 than 

the 
indomitable 

little 
aide 
de 
camp's 
wife. 
(Chap. 
X
X
X
，
 p. 

303.) 
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A
m
e
l
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S
e
d
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e
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P
ム
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尾
士
f
総
ヰ
ボ
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回
g
0
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総
H
昨
“
C
h
i
s
w
i
c
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M
a
l
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は
名
νP

A
s
 she 
is 
not 
a
 heroine，

 there 
is 
n
o
 
need 
to 
describe 
her 

person; 
indeed 
1
 a
m
 afraid 
that 
her 
nose 
w
a
s
 
rather 
short 

than otherwise; 
a
n
d
 her cheeks a

 great 
deal 
too 
round 
a
n
d
 

red 
for 
a
 heroine; …

(Chap. 
1，
 p. 
4) 

AJ
，fミ，
T
<
'
総
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w
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c
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l
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h
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C
a
m
p
a
i
g
n
円
μ
名
ν
営
F

.. 
.nor can 

it 
be 
expected that twenty-four y

o
u
n
g
 ladies should 

all 
be 
as 
amiable 
as 
the 
heroine 
of 
this 
w
o
r
k
，
 Miss Sedley 

(
w
h
o
m
 w
e
 have 
selected 
for 
the 
very 
reason 
that 
she 
w
a
s
 

the 
best

句natured
of 
all，
 otherwise 

w
h
a
t
 
o
n
 
earth 
w
a
s
 
to 

have prevented us 
f
r
o
m
 
putting 
u
p
 
Miss 
Swartz ，
 or 
Miss 

C
r
u
m
p ，
 or 
Miss H
o
p
k
i
n
s，
 as 
heroine 
in 
her 
place?)
ー...

(Chap. 
II，
 p. 
9.) 
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心
と
し
た
物
語
は
コ
一
分
の
一
ほ
ど
、
切
2
r
u刊
を
中
心
と
し
た
物
語
が
三

分
の
二
ほ
ど
の
量
の
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
勿
論
、
物

語
の
分
量
か
ら
の
み
、
女
主
人
為
一
が
誰
れ
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
回
2
r
u刊
を
こ
の
作
品
の
女
主
人
公
で
あ
る

と
断
定
す
る
場
合
の
、
一
つ
の
規
準
に
は
な
る
。
と
も
か
く
、
描
写
分

量
の
割
合
か
ら
見
れ
ば
、
第
三
十
章
以
後
一
は
、
回
2
r
uー
が
完
全
に
女

主
人
公
の
役
割
或
は
女
傑
の
位
置
に
ま
で
の
し
上
っ
て
来
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
の

B
釘
は
、

H
gロ。ロ】可
g
ロロ日ロ
LOHF主
要

rop
叶

rRroHhwM『
romEC]ucロ
ボ
詰
s

社
句
、
民
民
、

F
O
U
R白
色
町
弘
子
丘
〉
Bo--目白
}MOロ]門日

ro
⑦三曲口問
-
E
m
-
-

白〕
g
h
3
h
b
q
s
s
h
N
2

品、H
F
G
W
R
L問
、
足
。
ミ
w
r
E
由同件。同門
r
o
m
n
g
g

z
Fロω
目白
F
E
r
r
i
o与
え
の
ゆ
CH
問。。
m
r
2
5
巳
巧
mHO
ユg
r
o

円円
2
2
3
3円四手出昨日戸叩口
C

口
広
口
。
昨
日
お
さ
見
出
℃
-
E
4々
g
〉
ヨ
己
目
白

ro?

田町民耳目
MC
己目
mHHC宮内同

F
o
u
-白
ロ
・
∞
}Hor包
向
。
ロ
σ
ロロ凶切出唱。ロ円以ん田

宮
口
円
山
由
。
、
吋
宮
田

d
q
g
g
B
2
E口問

z
r白
血
口
D
件同
O
H
O
E
S
若
宮
口

ro

m仲岱
円
宮
門

Ht・
-
(
可
書
出
町
、

hsqHHH50〉

こ
れ
は
討
さ
た
ハ
て
お
号
に
於
け
る
〉
自
己
芯
と
い
う
人
物
を
∞
2
r
u刊

と
の
対
比
と
い
う
点
に
於
て
、
重
要
な
人
物
で
あ
る
と
考
え
る
批
評
家

の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
批
評
家
に
し
て
も
、
後
半
の

krgmHU
の
影
の
薄
い
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

村
山

Hミ
号
、
日
号
の
女
主
人
公
は
切
R
F
U
1
ω
E
4
で
あ
る
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
る
こ
と
、
が
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
こ
の
作
品
の

E
H
Y
E
F
で
あ
る
E

〉

Z
C
4
・

冊
目
当
E
5
E
〉

Z
2
0
3

と
い
う
言
葉
は
丈
字
の
綾
に
し
か
す
ぎ
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

E

〉

宗

五

項

目

p
o
E
〉

出
2
0
3
は

t
k
r
z
s己
司
王
H
〉

出
2
♀
ロ
白
ョ
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
o

E
}
5
8
3
が
「
男
性
主
人
公
」
プ
ラ
ス
「
英
雄
」
の
意
味
で
あ
っ
た

よ
う
に
、

t
r
g
E日
3
は
「
女
性
主
人
公
し
プ
ラ
ス
汁
女
傑
」
な
の

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

E

〉

Z
o
g
-

司
王
戸

g
o
出
足
。
山
口
出
3

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
何
に
多
く

の
批
評
家
、
学
者
が
、
ボ
刊
誌
除
、
知
号
に
於
け
る
吋
HEn-門巾
E
U刊
の
目

的
は
、

F
Sと
〉
同
笠
宮
の
対
比
を
通
守
し
て
何
か
を
措
く
こ
と
に

あ
っ
た
の
だ
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
二
人
の
人
物
が
同
じ
重
要
さ
を
も

っ
て
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
思
う
。
確
か
に
叶
r
s
w
m
g
U
1

の
と
っ
て
い
る
手
法
は

gロ
gえ
の
そ
れ
で
あ
旬
。
し
か
し
、
ぎ
足
、

出
村
守
の
場
合
こ
の

g
E
Eえ
と
い
う
も
の
は
、
対
等
の
位
置
に
あ
る

も
の
同
志
と
し
て
の
切
2
r可
と
〉
自
己
目
白
の
口
。
E
Eえ
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
ゐ
く
ま
で
も
∞

2-q
が
物
語
の
中
心
に
な
っ
て
い
て
、

k
r
g己
仲
間
が
そ
れ
を
援
助
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
。
同
市
町
民
は
こ
の
点
に

つ
い
て
、
先
き
に
引
用
し
た
よ
う
に

t
k
r
g己
宮
田
r
o己
仏
ゲ
白
田
口

曲目
g
m
宮
手
四
日
g
r
g
丘
吾
品
目
R
r
u『印件。
4
3
と
い
う
一
丈
を
書

司
会
」
乍
ら
も
、
矢
張
〉
ヨ
四
日
目
戸
対
∞
2rJ1
と
い
う
考
え
か
ら
、

-112ー
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E
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r
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g
u刊
百
一
間
宮

]
g
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L
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r
o
H交凶ご。
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2
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o
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g
r
g
h

k
E唱えさ九位、
h
叫一色。
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E
E
G
-
吋「山田
v
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ロ
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H三
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}HO
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g
m
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】日目円巾同}同⑦ミ

ωロOゲ
ヨ

HU2uoHmr
国一ロ門同げ白向田口由
}
H

由一市山口回日付白血担ロ
0
4
0
]
・

、H
r
m
背
広
口
ま
o
r
開当
C
H
r
o
L
O
ロ
司
自
由
問
。
口
仏
C
E
l
S
E
E
m
円・
HWRrU1

2
3
E品
〉
自
己
目
白

ω
色

-
4
3
5
5
E
E口0
0

口白山口

C
F
P
.

と
主
張
し
て
い
る
。
の
円
相
反
が
二
人
を
対
等
の
対
比
と
考
え
る
ほ
ど
、

こ
の
小
説
に
於
て
は
人
物
の
対
比
描
写
が
重
要
な
手
法
に
な
っ
て
い
る

の
は
事
実
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
女
主
人
公
云
々
と
一
言
う
場
合
に
は
特

に
、
ど
ち
ら
が
重
要
な
た
め
対
比
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

次
に
、
こ
の
対
比
の
手
法
を
通
し
て
拾
か
れ
て
い
る
∞

2
-
q
と

〉
B
乙
芯
を
簡
単
に
見
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
、
∞

2
-
q
と

〉
自
己
芯
の
内
い
ず
れ
が
吋

E
n宮
E
吋
の
手
法
に
於
て
優
位
を
占
め

て
い
る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

回

2FU『

ω
E
H
U
は
貧
し
い
放
時
な
無
名
の
画
家
と
フ
ラ
ン
ス
人
の

オ
ペ
ラ
の
踊
子
と
の
間
に
生
れ
た
娘
で
、
貧
し
い
生
活
を
し
て
き
た
女

で
あ
る
。
。
}
阿
佐
名
目
白
日
円
宮
田
口
の

H
M
5
-
8
H
Z
ロ
女
史
の
経
営
し
て
い
る

女
塾
を
〉
自
己
町
田
と
共
に
出
て
、
∞
町

E
2
h
g
dエ
ミ
家
の
家
庭
教

師
と
な
る
に
及
ん
で
、
上
流
社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
込
む
。
そ
し
て

更
に
、
冨

z
n
Eえ
ミ
が
死
ぬ
と
多
分
七
万
ポ
ン
ド
の
遺
産
を
相
続

す
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る

ω町
目
立
の
次
男
知
担
当
仏
C
ロ〈
U544-a
と

首
尾
よ
く
結
婚
ま
で
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
彼
女
の
生
活
を
図
式
化
し
た

線
で
表
わ
ぜ
ば
上
昇
線
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
に
し
て
い
た
富
山
部
四

わ

E
三
喜
の
遺
産
も
、
夫

HN21円
目
。
ロ
は
継
ぐ
可
能
性
を
失
い
、
そ
の

上、

m
gえ
c
ロ
は
能
な
し
と
な
り
、
み
ず
か
ら
も

F
C
丘
∞
芯
吋
ロ
ロ
に

と
り
入
ろ
う
と
し
て
醜
聞
を
作
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
∞

2
-
q

は
上
流
社
会
で
の
地
位
を
確
立
す
る
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
生
活
の
破
綻

の
連
続
の
た
め
に
、
上
昇
し
て
い
た
彼
女
の
線
は
急
激
に
下
降
し
は
じ

め
る
。
(
左
図
の
点
線
の
部
分
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
o

)

一方、

krgmEω
え
-4
は
裕
福
な
ロ
ン
ド
ン
の
上
流
社
会
に
属
し

て
い
る
娘
で
、
父
は
株
式
仲
買
人
で
あ
り
、
人
も
羨
む
ほ
ど
の
境
、
過
に
J

い
る
女
性
で
あ
る
。
出
ロ
日
広
三
。
ロ
女
塾
で
も
彼
女
は
他
の
娘
達
の
羨
望

の
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ル
パ
島
脱
出
、
ウ
ォ
タ

ー
ル
!
の
戦
い
と
い
う
歴
史
的
事
件
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
の
株
式
界
に
恐

慌
が
起
り
、
父
は
破
産
し
金
閣
に
な
る
。
愛
す
る
の

g括
由
。
∞
ぎ
同
ロ
刊

と
結
婚
は
出
来
た
が
、
夫
は
ウ
ォ
タ
ー
ル

l
の
戦
い
で
戦
死
し
、
貧
苦

と
悲
歎
の
生
活
を
お
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
女
の
図
式
上
の
線

は
、
最
初
は
精
神
的
に
も
社
会
的
に
も
最
上
の
点
に
あ
っ
た
も
の
が
、

次
第
に
下
降
す
る
。
た
だ
終
り
に
至
り
、
未
亡
人
と
な
っ
て
い
る
彼
女

一113ー
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は
当
日
目
白
HHH
口。

g
z
と
再
婚
す
る
こ
と
に
よ
り
、

や
上
昇
す
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
図
式
的
に
は
前
半
生
は
二
人
は
対
照
す
る
。
。
耳
目
ぬ
の

表
現
を
借
れ
ば
、

彼
女
の
線
は
や
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AMW
『口同

円-
2巾
ク
耳
目
立
予

H目印
OE吋口
op]V
口出回口
E
]
u
=
-
S
F
L
S間百円
o
z
z
o
r
o
H
a
g
e

n-20p
同ロハ
HV
同
司
門
知
立
HHM白
色

}O同国
H
V
E
2
8田町己

Z
E
o
w
白
口
弘
岳
四
回
守

口C
E
r
o広
間
[
〉
g
m
]
E
ω
E
F可
]
Y
R
q
v
回-5MLo'BELaw
間口
]}Frru

n
r
R
5
5同
区
白
ロ
ロ
ロ
oF守
口
巴
話
者
3
u
d
C
H
O
U
U
。同

8
5曲目
y
Zロ《同町同
E

r
2
2
a
w
g《
戸
問
。
吋
由
民
g
o
a
-白同白件"ロロ
8
2
2回
同
己
山
口
民
?

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
於
て
二
人
は
両
極
端
を
示
し
て
い
る
。
具

体
的
な
例
を
引
け
ば
、
切
2
r
u刊
の
結
婚
は
生
活
上
の
便
宜
的
な
も
の
で

あ
る
の
に
反
し
、

k
J
S
己
ぽ
の
そ
れ
は
愛
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
回
2
r
u刊
は
社
会
的
に
も
次
第
に
上
昇
し
て
行
く
が
、

kFHUm--同
は

父
の
破
産
の
た
め
、
貧
困
の
内
に
社
交
界
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
行
く
存
在

で
あ
る
。
又
、
最
後
に
於
て
は
、

kpg己
目
白
は
生
活
に
満
足
し
、
心
温

い
幸
福
な
生
活
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
だ
が
切
目
白
日
々
の
方
は
外
国
の

鉱
泉
場
で
、
社
交
界
の
人
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
、
一
人
淋
し
く
生
活
す

る
こ
と
に
な
る
。
少
く
と
も
表
面
的
に
は
こ
う
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
照
線
を
描
く
二
人
の
生
活
に
、
転
換
点
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
の
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
が
、
社
会
的
な
、
歴
史
的
な
事
件
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ソ
の
エ
ル
パ
島
税
出
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル

1
の
会
戦
、
そ
れ
に

よ
る
株
式
界
の
不
況
、
株
の
暴
落
、
株
式
仲
買
人
の
破
産
等
で
あ
る
。

こ
の
時
代
或
は
社
会
の
面
に
載
っ
て
い
る
二
人
の
生
活
は
決
し
て
、
そ

の
面
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
吋
}H2rmHミ
一
の
見
た

ωロ
oσ

の
宿
命
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
吋
z
n
r
2
3ー
の
問
題
と
す
る
も
の
は
更
に
奥
に
あ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
人
の
描
く
線
も
よ
く
み
れ
ば
、
決
し
て
同
じ
性
質

の
線
で
は
な
い
。
〉
宮
島
田
は
「
女
主
人
公
に
し
て
は
鼻
、
が
短
か
す
ぎ
、

頬
が
円
く
て
赤
過
ぎ
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
由
ロ
。
ゲ
の
一
人
と
し
て
も

め
そ
め
そ
し
す
ぎ
て
い
る
c

時
に
は
薄
の
ろ
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。

作
者
、
吋
「
2
r
2
3
-
が
ど
う
し
て
あ
れ
ま
で
〉
ヨ
己
宣
に
愛
を
も
っ

て
描
い
て
い
る
か
さ
さ
え
不
思
議
な
ほ
ど
に
思
わ
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

勿
論
こ
れ
は
、
叶
E
n
r
m片
品
、
が
、
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5
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白
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白
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〉
自
己
芯
jot-Z可
豆
DHrmH
@
 

目白出口
o
p
a
rと
ご

B
U『唱。。円]目立]日

d々は
O
U
1
2円
]UO己
H
r
g口口
O国
HY--ww

と
一
言
う
よ
う
に
、
彼
の
母
や
狂
気
に
な
っ
た
妻
ゲ
田
宮
口
白

ω『
担
当
日
の

イ
メ
ゾ
が
〉
白
白

E
の
内
に
あ
っ
た
り
、
彼
が
淋
し
い
魂
の
慰
藷
を

求
め
た
友
人
の
妻
の
イ
メ
ク
な
と
が
重
り
あ
っ
た
た
め
、
吋

E
品
目

E
W

は
素
材
に
対
す
る
愛
に
溺
れ
て
、
創
造
者
に
応
し
い
冷
静
さ
を
保
て
、
ず
、

〉
B
巳
芯
と
い
う
人
物
に
生
命
を
吹
き
込
み
損
ね
た
の
で
あ
る
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
私
は
、
〉
ヨ
己
目
白
、
が
こ
の
よ
う
な
線
で
あ
る
の
は
、
切
2
r
u刊

の
線
と
対
等
の
線
で
は
な
く
、
実
は
回
目
nFU1
の
線
を
生
か
す
た
め
の

副
糠
に
し
か
す
ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。
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e
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quitting

恥
1iss

P
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J
e
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B
e
c
k
y
以
詩
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!
1
世
柏
会

J~ド鎚~^れ，.-\j

4帆
時
聡
阻
涜
今
母
子
。

1
1's
 so
m
e
 sandwiches，

 my
 dear，" 
saicl 
sh
巴
[Miss
J
 
e
m
i
m
a
]
 

to 
Amelia.
“
Y
 ou
 m
a
y
 
be 
h
u
n
g
r
y，
 yo
u
 
k
n
o
w
;
 
a
n
d
 
B
e
c
k
y
 

Sharp ，
 here's 
a
 bo
o
k
 for 
y
o
u
 
that 
m
y
 sister~ 

that 
is，
 1
 ~
 

Johnson's D
i
x
o
n
a
r
y，
 yo
u
 k
n
o
w
;
 y
o
u
 mustn't leave us 

without 

tha
t. 
Good-bye. 

Drive o
n
 C
o
a
c
h
m
a
n
.
 G
o
d
 bless 
you!" 

A
n
d
 the 
kind 
creature 
retreated 

into 
the 'garden ，

 ov
e
r
c
o
m
e
 

with emotions. 

B
u
t，
 lo! 
a
n
d
 just 
as 
the 
coach 
drove 
off，
 Miss 
S
h
a
r
p
 
put 

her 
pale 
face 
out 
of 
the w
i
n
d
o
w ，
 and actua
l1
y
 flung th

巴
b
o
o
k

back 
into 
the 
garden. 
(Chap. 1 ，

 p，
 7.) 
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e
c
k
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AJ 
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雌
J尽
ふ
心
n
n
:
;
判
事
!
1
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兵
長
ν
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B
e
c
k
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A
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 0
 1
怖
さ
主
制
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Jν
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昨
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j拠
出
実
お
γ
干
そ
拠
地
F

V
ム
12
AJ 
川
市
兵
長
時
。
印，.J
)-J' 
B
e
c
k
y
 :!三国
11'

“
S
o
 m
u
c
h
 for 
the 
Dixonary; and

，
 thank 
G
o
d，
 1'm
 out 
of 

Chiswick." 
(Chap.
ヘ
p.7.)
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 )回
以
穏
や
〈
士
~
~
転
士
ν
P

“
1
 hate 
the 
w
h
o
l
e
 house，...I 

h
o
p
e
 1
 ma
y
 never set eyes 

o
n
 

it 
again. 
1
 wish it 
w
e
r
e
 in 
the 
bottom of 

the T
h
a
m
e
s
，
 1
 do; 

and 
if 
M
i
s
s
 Pinkerton 

w
e
r
e
 there ，
 1
 wouldn't 

pick 
h
巴r
out
，
 

that 
1
 wouldn't. 

O
h
，
 ho
w
 1
 should 
like 
to 
see her 
floating 
in 

the 
water yoncler，

 turban 
a
n
d
 al1， 
with 
her 
train 
streaming 

after 
her，
 an
d
 her nos

巴
lik
巴
the
beak of 
a
 wherry." 

(Chap. 

II ，
 p. 
8.) 
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ヨ
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ム
w
吋
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必
〈
距
千

J
必
ム
巡
ヤ
\
~
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~~(l 

主契千)'

“
1t 
is 
not 
di
伍
cult
to 
be a
 country 
gentleman's 

wife，" 
Re-

becca 
thought，“

1
 think 
I
 could 
be
旦
g
o
o
d
w
o
m
a
n
 if 
1
 ha
v
e
 

五
ve
thousand a

 year..." 
(Chap. 
X
L
1，
 p. 
436.) 
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国
主
l出ドーム
1
1i¥t
陪
Q
桜
抑
制
や
控
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.
J
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 11;' 
';L.
入
Qmj民
斗
焼
謹
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制
AJ1 終盤←ト(<¥-'<¥'"へは

4 だ
の
世
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斗
名
ν
←
必
P
内
J
Q
全
1m主主
l
o
*，よ
1主主

宰
騨
割
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出
史
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出
ム
ν
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向
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B
e
c
k
y
市
“
T
h
e
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円

(
1
綿
制
民

必
〈
畑
)
Q
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IJ 
~
二
時
世
'
B

巴c
k
y
Q

，~ 1
1
~
 ¥' 
.;2
)J .

吋
~

T
h
a
c
k
e
r
a
y
 t~

安否
Q
吋
ゎ
以
制

E
ム
ν
J
二
w
-
-

A
h，
 my
 be!oved 

readers 
a
n
d
 
brethren，

 do
 
not 
e
n
v
y
 
poor 

B
e
c
k
y
 prematurely---

glory 
like 
this 
is 
said 
to 
be fugitive. 

It 
is 
currently 

reported 
that 
e
v
e
n
 in 
the 
v
u
y
 inmost circles，

 

they are 
n
o
 
happier 
than 
-the 
poor 
wanderers 

outside 
the 

zone; a
n
d
 B
e
c
k
y
，
τυ
h
o
 penetrated into the veη

centre 
o
f
 fa
s
h
崎

ion，
 an
d
 sa
τu
 the 
great 
G
e
o
r
g
e
'
 I
V
 fa
c
e
 
to f
a
c
e，
 has o
w
n
e
d
 

since 
that 
there 
too ω
as 
Vanity. 
(Chap. 
L
I，
 p. 
52
1.) 
(Under-

line 
m
i
n巴.)

*，，.J
ν
B
e
c
k
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個々
'
;
Q
o
 ，;2 
¥' 
IJ :， 

，;2唱~l 掛..ff
1
 .宜
主E4ヨ

..ffQ
~

~.r;:，.'
担
当
然
~
必
w
A
J
網
越
J
ν
ム
w
Q
Î
-
'
時
点
一
一
ー

A
n
d
 let 
us 
m
a
k
e
 
the 
b
巴st
of 
Becky's 
aristcratic 

pleasures 

likewise -
for 
these 
too
，
 like 
all 
other 
mortal 
delights
，
 we
r
e
 

but 
transitory. 

(Chap. 
L
I，
 p. 
519.) 
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兵
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k
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a
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AJ 
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'
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B
巴
c
k
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~tl段
Q-<(主

主
従
Q
~

今~\'

，
;
2
。
燃
に
ぐ
桝
“
P
r
i
v
a
t
e
a
l1d
 C
O
I1五
d
e
l1 tial
円
以
名
ν
P

Y
 ou
 m
a
y
 see 
that 
it 
is 
not 
f
r
o
m
 
m
e
r
e
 
m
e
r
c
e
n
a
r
y
 
motives 

that 
the 
present performer is 

desirous to 
s
h
o
w
 u
p
 a
n
d
 trounce 

his 
villains; 

but 
because 
h
e
 has 
a
 sincere 
hatred 
of 
t
h
e
m
 

w
h
i
c
h
 h
e
 cannot 
k
e
e
p
 down... 

(Chap. VIII，
 p. 
78.) 
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尚
早
V
'

え
と
榊
Q
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血
相
Ç
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っ
て
い
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
叶
ゲ
2
r・

2
ミ

は

z
〈

g-q
司
と
て
v

の
不
正
を
あ
ば
き
、
正
を
そ
こ
に
住
む
人

々
に
認
識
さ
せ
る
た
め
の
人
物
と
し
て
、
正
そ
の
も
の
し
か
も
た
な
い

高
潔
な
人
物
を
創
造
す
れ
ば
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
が
、
叶
}
戸
白
井

2a

に
は
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
先
き
に
も
言
っ
た
よ
う
に

吋
r
s
r
2ミ
一
自
身
、
が
こ
の
出
ロ
。
σ
の
世
界
E

〈
富
山
守
町
田
町
ぺ
w

に
住
み
、

作
品
討
さ
た

'YFH斗
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
人
間
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
叶

r
s
Z円
昌
一
の
な
し
た
手
段
は
E
J
1
由
民
々
明
白
山
て
w

の
世
界
で
、
一
見

8
0ぴ
そ
の
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
人
物
を
し
て
、

俗
物
根
性
を
見
抜
く
力
を
も
っ
て
い
る
も
の
、
俗
物
根
性
に
対
決
す
る

よ
物
と
し
て
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
人
物
と
し
て
回
中

島
可

ωrmHHHM
が
創
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
。
ゲ
吋
F
2
r・

2
ミ
が
き
。
ゲ
ロ
2
r
?を
通
し
て
、
言
。
げ
の
世
界
を
描
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
宿
命
的
な
ア
イ
戸
一
了
ー
か
も
し
れ
な
い
。

作
者
は
、

ぐ白
HM
日
々
司
岱
門
司
詰
俗
語
吋
山
、
ぐ
回
目
白
v

耳目
nroLW
円。。
--mrHLSOV
同ロロ

C町

田口由
2
3
0同
}
包
ヨ
ゲ
口
町
田
田
口
門
日

E
曲目口町田印命的問出品切円。窓口田町
0
2・
〉

昆

君
主
r
p
o
H
H
H
O円丸山
mp
当日凶岳山
ω
r
c
-
L
E
m
h
0
2
7
0ロ
H
r
o
n
o百
円
守
口

2
2
5志
向
uoZH阻
止

o
h
U
3
E吋げ口
HHHr-昂

mOH4曲三
)u
喝
さ
な
ω曲
目
白
ぢ
唱
g
円

ロ
O
X
7
2
m
G耳
ロ
ロ
C
H
E
E
ω
u
r
E
S
-
u『
Hr目
3
q
g
B
O
古田畑町
agHO仏

]HJHOH可
己
当
r
E
r
r
H田口
O出向円四師団古口広

R
g
u可白
ι
山可
2
L
O
C
H円山『
O
F
Oロ
0

2
r
o己
HH門-
S
弓
g
r
p
m
R
E
r
s
r
H
白由。ロ巾

r
g耳目

xvd司
7
2
r
2

-20
音
。
出
口
一
切
田
口
岱
℃
尚
HM《山
ro--ω

ミ
世
田
Y04白]'F白骨

γ
・(円
ur白同》〈
HHHV

H
V
-
J
-

∞・)

と
一
記
し
て
い
る
。
こ
の
一
ー
表
紙
で
御
覧
の
と
お
り
泊
々
と
道
を
説
い
て

い
る
男
(
そ
れ
は
か
く
申
す
作
者
の
間
違
い
な
い
肖
像
な
の
で
す
が
ど

と
い
う
男
が
「
僧
服
も
着
ず
広
巾
ネ
グ
タ
イ
も
結
ば
ず
、
た
だ
聴
衆
と

ま
っ
た
く
同
様
の
垂
れ
の
長
い
普
通
の
服
を
着
て
い
る
」
よ
う
に
、
俗

物
根
性
を
見
抜
く
力
の
あ
る
∞

R
F可
も
一
見
単
な
る

E
Oず
に
見
え

る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人
聞
が
真
実
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
∞
2
H
q

に
あ
ら
ゆ
る
力
を
た
く
し
た
吋
「
2
F
2ミ

に
も
誤
算
が
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
こ
の

E
Oず
中
の
自
。
σ
ω
2
r
u刊

は
や
が
て
い
さ
さ
か
の
さ
ば
り
、
過
ぎ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
歴
然

た
る
一
人
の
女
主
人
公
乃
至
女
傑
の
位
置
を
占
め
、
聴
衆
と
同
様
の
普

通
の
服
を
脱
ぎ
捨
て
、
作
者
の
力
の
限
界
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
。
し
た
が
っ
て
、
作
者
は
回
2
-
q
を
自
分
の
力
の
お
よ
ぶ
レ
ベ
ル

に
ま
で
引
き
下
げ
な
く
て
は
制
御
出
来
な
く
な
っ
て
く
る
。

同
凶
巾
凸
}
々
と
河
担
当
(
目
。
ロ
は
ウ
一
一
Z
I
タ
ー
ル
!
の
戦
い
も
終
り
帰
国
す

る
が
、
当
て
に
し
て
い
た
遺
産
も
入
ら
ず
生
活
に
閤
っ
た
結
果
パ
リ
に

出
か
け
る
。
夫
岡
山
OJ孟
。
ロ
は
賭
博
に
耽
り
、
出
入
商
人
に
す
ら
支
払

う
金
も
な
く
、
再
び
、
戸
ン
ド
ン
に
逃
げ
帰
っ
た
∞
宮
山
内
可
は
、

F
2門H

2
4
5
に
近
づ
い
て
金
を
せ
び
る
。
(
第
五
十
一
五
早
一
〉
。
彼
女
は
円
。
正

皆
ミ
ロ
凸
に
と
り
入
る
こ
と
に
成
功
し
、
夫
同
州
主
主
C
ロ
は
コ
ペ
ン
ト
リ
ノ

島
長
官
に
任
命
さ
れ
る
。
し
か
し
、
回
目
ロ
}
門
司
と

F
O
L
ω
Z
U可
ロ
刊
と
の

醜
聞
が
露
見
し
、
対
担
当
門
HCロ
一
人
任
地
に
赴
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

切

2
r
uー
は
大
陸
に
渡
り
転
々
と
流
浪
の
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
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(
第
十
八
十
三
章
J
第
六
十
四
章
〉
。

こ
の
よ
う
に
叶
「
田
口
戸
内
巾
E
可
は
∞
2
Eー
に
円
、
。
三

ωRU1H5
と
の
ス

ヤ
ン
ダ
ル
を
設
定
し
て
、
彼
女
を
こ
の
世
界
か
ら
追
放
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
切
2
F
U刊
は
お
と
な
し
く
そ
の
指
図
に
従
っ
て
い
る
よ
う
な

性
格
の
人
間
で
は
な
い
。
元
来
由
ロ
。
ゲ
で
あ
る
彼
女
は
、

8
0ゲ
の
世

界
を
追
放
さ
れ
て
も
、
行
く
べ
き
場
所
も
な
い
。
そ
こ
で
、
作
者
は

∞
2
r
u刊
を
殺
人
者
に
変
え
て
、
作
者
の
繰
り
得
る
人
間
に
引
き
下
げ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

む
田
三
与
の
出
向
川
口
は
、

HWZロ
E
C
B
P
E白田ピ白色々

HB]vgrmwHL白
山
口
、
同
r
R
r
m門出旬、
mmEmm刷
ga

t
-
p
n
E由ロ白
-
f
g包
⑦
耳
W
F
Z
2
3
-
u
m
m凸凹

C
H
F
o
oロ
仏
え
手
品

roc-♂
各
三
回
。
口
}
内
山
、

5己
HLOBι
ト
『

O由。
Hurω
包
-ou『・伊山[口三伶
HWOH口ぬ]弘

吉

nHH口口呂田宮ロ口白血

ch
白と
5
5四
百
2
2
E
o
p
宮
山
口
同

2
1
E
E
g
z

口目。昨日刊白日内町一己
μ

田仲色町田町
HHO円。凸ロ
Hr'n目白門口円一可同凶ロ悶~白ロ門戸口
C口出回目仏件。一己日。

。
田
口
紅
]
守
口
三
gum-
己白
mZ由
C円
Hro
ロ
E
H
C
E口
・
回
目
口
ru『
rm]O口問曲件
C

ロ
m
p
r
o
H
F
0
3
0
5
H
F
0
2
r
2・
明

OH白
B
o
s
s
z
z
r
S
F
E
岳四

円E]HHHC町田
Oロ回目
]
8
5
m
L
U『山口耳}岡山口
F
ω
F
O
]宮
町
田
白
E
B
C〈町田田口仏⑧
 

}
凶
器
官
円
三
三
弘
吉
山
口
m
g
r
o
g
g
o
p
m
L
E
5
0
h
岱

5
0
-
a
g自由・

と
、
回
2
-
Q
、
が
最
後
に

7
2
u
r
ω
&
-
4
を
殺
す
か
の
如
く
な
る
時

に
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
)
、
彼
女
は
犯
罪
者
に
な
る
よ
う
な

性
格
の
人
間
で
は
な
い
と
言
い
、
更
に
、
そ
の
結
果
、
切
2rU1
が
メ
ロ

ド
ラ
マ
の
中
の
悪
玉
と
し
て
面
白
躍
如
た
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
断
定
し

て
レ
る
が
、
来
は
反
対
に
、
単
に
悪
玉
に
な
る
の
で
は
な
く
、
回
目
口
HQ

は
彼
女
元
来
の
言
。
ゲ
中
の

E
。
σ
と
い
う
姿
に
も
ど
り
、
、
H，
r
s
r
'

出
E
U刊
の
薬
寵
中
の
物
に
か
え
っ
て
行
く
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
即
ち
、

回
2
r
u刊
、
が
殺
人
者
と
な
る
の
も
、
作
者
が
自
分
で
繰
れ
る
人
物
に
す
る

過
程
の
一
つ
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
私
は
回
2
-
q

の
殺
人
行
為
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

初
め
て
回
目
白
H
Q
が
殺
人
者
の
姿
と
し
て
こ
の
小
説
に
登
場
す
る
の

は、

E
H
D
d司
E
n
r
曲
。
E
H白
色
冊
目
白
血
口
件
目
仏
当
日
比
口
}
戸
富
白
山
1
0
H
昌
ミ

2
0片岡
JHNNF
子
四
対

g
r円u
w

と
い
う
第
五
十
一
章
に
於
て
で
あ
る
。

「
謎
芝
居
」
と
い
う
の
は
、
当
時
フ
ラ

γ
ス
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
伝
え
ら

れ
た
遊
び
で
あ
っ
て
、
相
当
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
美
し
い
婦
人
達

は
そ
れ
に
出
て
、
自
分
達
の
魅
力
を
発
揮
し
、
利
口
な
婦
人
達
は
頭
の

い
い
と
こ
ゐ
を
見
せ
よ
う
と
し
た
遊
び
芝
居
で
あ
っ
た
。
民
間
口

-q
は
容

貌
、
頭
脳
と
も
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
。
2
Zロ
邸
(
岡
、
。
三

2
4
5

の
息
子
の
邸
)
で
宴
会
を
催
さ
せ
る
よ
う
戸
。
己

2
4
5
を
説
き
、

余
興
に
こ
の
謎
芝
居
を
演
じ
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
謎
芝
居
で
、

切
2FM1
は
の
守
8
5口町三
E
に
扮
す
る
の
で
あ
る
。
(
第
五
十
一
章
、

五
百
二
十
九
頁
J
五
百
三
十
頁

J
Q
3白旨口町田
H
E
と
は
ギ
り
シ
ャ
伝

説
で
は
、
自
分
の
従
弟

k
r
a
z
r
5
と
通
じ
、
彼
に
一
読
わ
れ
、
白
分

の
夫
〉
m桝目白巾円
H
5
0ロ
を
殺
す
不
貞
の
女
性
で
あ
る
。
]
凶
2
-
q
の
演
技

は
凄
惨
な
ま
で
真
に
迫
り
、
見
物
人
か
ら
大
喝
采
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が

ω
2
r可
が
わ
守
芯
ヨ
ロ
2
R白
と
し
て
登
場
す
る
第
一
回
目
の

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
付
け
ら
れ
て
い
る
挿
画
も
、

E

叶
}
回
目
叶
円
ケ

ロ
g
H
v
r
o同

(
u
q
s
B
5
2
5
3
と
い
う
題
、
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
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Mrs. 
R
a
w
d
o
n
 Crawley's 

n
a
m
e
 w
a
s
 never mentioned b

y
 ei-

ther 
family 
[i. 
e. 
the 
Crawleys a

n
d
 the Sedleys]. 

T
h
e
r
e
 w
e
r
e
 

reasons 
w
h
y
 all 
should 
be 
silent 
regarding 

her. 
F
o
r
 
w
h
e
r
・

ever 
M
r. 
Joseph 
Sedley w
e
n
t
，
 she travelled likewise; a

n
d
 that 

infatu
旦ted
m
a
n
 seemed to 

he 
entirely 
her slave. T

h
e
 colonel's 

[i. 
e. 
Dobbin's
，
 n
o
w
 
Amelia's 

husband] 
lawyers 
informe
l1 

h
i
m
 
that 
his 
brother-in-law 

h
a
d
 e丘
ected
a
 heavy insurance 

u
p
o
n
 his 
life ，
 wh
e
l1cc 
it 
w
a
s
 probable that he h

a
d
 bee
l1 raisi

l1g
 

m
o
n
e
y
 to 
discharge 

debts. 
(Chap. 
L
X
V
I
I
，
 p. 
725.) 

J
o
s
e
p
h
 
AJ 
B
e
c
k
y
 
0
l:lAも

)J
0
 ~寸

λれ
必

44;損
千

J必i'Q
AJ .tiミ
F

.;2 
A
m
e
l
i
a
 
~
'
や
t
H
1<千)4ii

i'Q
W
i1l
i
a
m
 D
o
b
b
i
n
会
J'1¥ 
1ト
れ
平

え
は
*
1
iミキ
J'
u2. 
J
o
s
e
p
h
は
B
e
c
k
y

iミ
心
津
!
:
t
i
'
Q
斗
れ
は
丑
4~rr

初
キ
Ji'Q
O
ペ
)
0
世
J
o
s
e
p
h
~
 
D
o
b
b
i
n
 
0
~
話
会
j
~

XrtJ~<..0'

Jos 
clapped 
his 
h
a
l1ds，
 al1d
 cried，一“

H
e
[i. 
e. 
Joseph him-

self] 
w
o
u
l
d
 g
o
 back to 

I
l1dia. 
H
e
 w
o
u
l
d
 d
o
 a
l1ything; 

only 

h
e
 m
u
s
t
 have time; 

they 
m
u
s
t
l1't 
say anyhi

l1g
 to 
Mrs. 
C
r
a
w
-

l 巴y
;
 
-
she'd 
k
i11 
m
e
 廷で
she
k
l1e
w
 it. 
Y
 ou
 
don't 
k
l1
0
W
 wh
a
t
 

a
 terrible 
w
o
m
a
n
 she 
is，" 
the 
poor 
wretched 

said. 
(Chap. 

L
X
V
I
I ，
 p
固
726.)
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に
涼
死
後
二
エ
1

ポ
ン
ド
の
生
命
保
険
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
が

守
∞
名
「
の
全
遺
産
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
遺
言
を
次
の
よ
う
に
の
こ

し
て
い
た

[吋

rm
豆
、
争
予
号
巴
白
白
ロ
門
田
市
CZ3仏ω
]
当
巾

HOOAZmニゲ、

ro門司白白ロゲ円
ω
寸
再
l

]
0
2門
H
R
川
町
忠
良
〉
自
己

rr
耳

-
r
o
F
h
w
n
u
出口
ι
r
-田町
H
5ロ
門
】
忠
弘

5
ぐ
中

古田
r
r
巳件。ロ円]由同戸時仏ロ江口何回目白
γ
ロ
ommw
刃向日出口
g
v
耳
目
問
。
。
門
戸
再
三
伶
口
田
口
?

の号
]
G
己
目
-
間
同
者
円

]Cロ
(ugdぐ
]muJ(U・
出

-ww((ur印
刷

yHKMJY口
w日
uv
叶

N申・〉

保
険
会
社
側
の
弁
護
士
は
守
田
昌
「
の
死
因
に
不
審
を
抱
き
、
調
査

員
を
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
派
遣
し
被
保
険
者
の
死
因
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
る

と
言
い
出
す
。
会
社
側
も
保
険
金
の
支
払
い
を
肯
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
∞
2
r
u刊
は
寸
]
E
i
g
弁
護
士
協
会
の
∞
5
w
p
J
2
5
z
-
f
同国
E

M12
と
い
う
一
一
一
人
の
弁
護
士
を
伴
い
会
社
を
向
う
に
ま
わ
し
て
争
う
。

弁
護
士
は
、
審
理
を
要
求
し
、
反
対
に
、

会
∞
}
凶
昂
耳
間
切
子
白
色
ず
な
の
件
。
町
田
H
H
E
P
5
0
5
8ロ由同
)HH知口
U1
司
Y
5
r
r但門日

rooD]苫
混
同
日
出
回

yn印
可
同
口
付
げ
叶

Oロ
m
r
口
問

0・3
(
門

urm号
-HKM内
ぐ
ロ
wHV-J-Nmv・
)

と
主
張
し
、
∞
2
r
u刊
は
首
尾
よ
く
保
険
金
を
受
け
取
る
。
し
か
も
、

こ
こ
に

H
，
r営
伊
2
ミ
一
は
一
つ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ

は
ぶ
れ
ら
一
一
一
名
の
弁
護
士
の
名
前
は
皆
有
名
な
殺
人
者
の
名
前
な
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
∞

2-q
が

わ

-
3
0
5ロ巾え
E
と
し
て
登
場
す
る
こ
と

は
、
先
述
の
如
く
、
吋
日
μ
田
口
宮

EU1
は
彼
女
が
あ
ま
り
に
も
の
し
上
っ

て
来
て
、
女
主
人
公
乃
至
は
女
傑
の
位
置
を
占
め
た
た
め
に
、
∞
自
nru可

を
払
い
落
そ
う
と
い
う
意
図
と
同
時
に
、
叶
}
H

日
口
日
円
四
円
同
日
刊
の
心
に
は
、

一
見
た
だ
の
言
。
ゲ
、
と
見
え
る
よ
う
な
仮
面
を
つ
け
た
女
傑
出
2
F
U
1

に
、
吋
E
n
『
E
可
自
身
の
田
口
。
σ
に
対
す
る
憎
し
み
、
憤
り
を
た
く

し
て
、
俗
物
根
性
に
対
し
鋭
い
メ
ス
を
加
え
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ロ
2
F寸
の
メ
ス
の
加
え
ら
れ
る
対
象
と
な

っ
た
人
聞
は
、
彼
女
に
一
番
関
係
の
深
か
か
っ
た
夫
初
出
4

丘
。
ロ
の

E
手

目
白
可
と
〉
百
四
日
目
白
の
兄
し
す
田
名
目
戸

ω
E
F
M刊
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

何
回
毛
L
O
D

は
金
持
の
叔
母
富
山
訟
の

E
1
4
の
財
産
と
地
位
を
相
続

す
る
も
の
と
一
時
は
予
想
さ
れ
た
人
間
で
あ
り
、
如
何
に
性
質
は
善
良

で
あ
る
と
一
言
っ
て
も
、
決
闘
三
回
に
及
び
、
玉
突
、
賭
博
を
愛
す
る
、

遇
鈍
放
縦
な
男
で
あ
り
、
∞
2
r
u『
自
身
に
も
上
流
社
会
へ
入
る
道
の

糸
口
を
与
え
た

ω口。
σ
で
あ
る
。

旬。印百七『

ω
&
r
u刊
は
∞
2
r
u可、が

H
v
z
r
2
Zロ
女
塾
か
ら
社
会
に
出

た
後
、
最
初
に
彼
女
、
が
誘
惑
し
手
玉
に
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
叉
、

上
流
階
級
に
交
る
足
が
か
り
を
作
ろ
う
と
し
た
人
間
で
あ
る
。
彼
は
虚

栄
心
の
強
い
ダ
ン
デ
ィ
な
男
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
二
人
と
も
∞

R
r可
の
最
も
身
近
に
い
て
、
関
係
の
深

い
人
間
で
あ
り
、
或
る
意
味
で
は

E

ぐ
白
ロ
日
々
明
白
山
H
U
W

の
典
型
的
な
人

間
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

H
W
2
r
u可
を

0
3四
百
回
目
白
神
宮
に
化
身
さ
せ
、

Q
3
2百
四
国
同
門
戸
と
し
て
行
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
叶
「
田
口
日
S
H
aー

が
鋭
い
メ
ス
を
加
え
る
相
手
と
し
て
は
決
し
て
不
足
の
な
い
人
間
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
し
て
作
者
に
よ
り
女
傑
の
位
置
か
ら
、
作
者
の

~120~ 
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..whilst 
Rebecca
，
 L
a
d
y
 
C
r
a
w
l
e
y，
 chiefly 
hangs about 

Bath 

a
n
d
 
C
h
e
l
t
e
n
h
a
m，
 wh
e
r
e
 
a
 very 
strong 
party 
of 
excel1
ent 

people consider 
her 
to 
be a
 mo
s
t
 
injured 
w
o
m
a
n
.
 
S
h
e
 has 

her 
enemies. 

W
h
o
 has 
not? H
e
r
 life 
is 
her 
a
n
s
w
e
r
 to 
t
h
e
m
，
 

S
h
e
 
busies 
herself 
in 
w
o
r
k
s
 of 
piety. 
S
h
e
 goes 
to 
church，..， 

H
e
r
 n
a
m
e
 is 
in 
aIl 
the 
Charity 
Lists. 
T
h
e
 Destitute 

O
r
a
n
g
e
 

girl
，
 the 
Neglected 

W
a
s
h
e
r
w
o
m
a
n，
 the Distressed M

u
伍
n
m
a
n，

五日
d
in 
her
丘
fats
a
n
d
 generous 

friend. 
S
h
e
 is 
always having 

stalls 
at 
F
n
n
c
y
 
Fairs 
for 
the 
benefit 
of 
these 
beings. 
(Chap. 

L
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 pp. 
729-730
，) 

AI
申
m
二
ν.;>
向。
S
n
o
b
i干
Q
5110b 
必!-(dヤ〈主張

B
e
c
k
y
 
11
吋
F
ν
p

snob
イ
仰
や
む
間
以
~
~
T

ト(d
)J 
.
吋
は
ど
{
I
[
I
.
Q
心
Q
'
R
0
.
(2母宣言~，....)

と
榊
'
r
6
主
空
宰
年
単
主
J!'Ji同誌~'"
"c 
i?iUcP 0
 AI ，....) 
ν
P
 ゃく建五
0
cP

0
~
型
〈

:g
ih

f::!lギ
Jミ
ぬ
-
<
~
起
制
限
o
ι

，，，ヘ
AI

，....)ν
ム
!-(d
0
¥J
必
向
。

~J 0
 ，1寸ばへは
T
h
a
c
k
e
r
a
y

':R-<
臣
割
以
書
記
B
Q
[

42
!-(dcP

0
\
~
~
~
だ
二

五1
，....)~勺9

~
~
i
Î:d:\lとや川ばへはと"

0
4
2
0
V
~
'

勺~i0
1
 0
0
除
11保
冷

必
0
4
2。

々
」
之
~
~
'
:!g，
f;
(J V
'
 B
e
c
k
y
-fl;ノ
A
m
e
l
i
a
0
剣
把
，
Vanity 

Fair 
0
 ←
て
~
0
~
版
活
1
0
0
阻
以

1朕
0
~

ム!-(dAl
l111IT

0
42'

~
 

o
阻，

~
~
'
 
:
;
Q
<
i
~
・
世
士
三
@
魁
号
<AI

ム
κヘ
間
同
限

\J
今母子。

o
~J 0
 ~+
収

'も
Vanity
Fair 
0
 iト
0
-
<
臣
Q
士J1組長
1l(1J臨
J

Kf.1唖，....)~ムテo

0
\J
時
点
。

T与J~二
世
〈
州
人
}
幽
怪
<
0
岩
製
総

AI
0
 iiÆ~監AlcP

l111ITA~，l寸わ。

T
h
a
c
k
e
r
a
y
ぎ
r
a
c
k
p
u
n
c
h
 
1
誌
も
“
N
o
v
e
l
W
i
t
h
o
u
t
 
A
 

H
e
r
o
"
 
AI::'
ゎ
毛
布
G
阪
国
は
だ
0
~
臨
ム
笠
や
も
必
:
:
，
Al
l111IT::" 

樫
知
鹿
市
ト
斗
~
:
p
メ
'
'
0
，
-
1
<
H
-
1
以
同
盟
ト
組
長
〈
垣
怖
駅
長
Itl副
将
←
テ
O

Al
l!l1ITム

~
~
;
~
会

i幽
以

lliU民
同
~
l
I
<
必
〈
制
0
~
医
早
A
I
*
A
~
~
ム!-(d~己心

P

恒
!
依
拠
県
γ
Al
l!llIT
i0
-
-

Y
e
t，
 look 
y
o
u
，
 on
巴
is
b
o
u
n
d
 to 
speak 
the 
truth 
as 
far 
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 c
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.. 
.so 
it 
is 
that 
the 
F
r
e
n
c
h
 
Einperor 

c
o
m
e
s
 in 
to 
p
e
r
f
o
r
m
 
a
 

point 
in 
this 
c1
0mestic 
c
o
m
ec1
y
 of 
V
a
n
i
t
y
 
Fair w
h
i
c
h
 w
e
 are 

n
o
w
 
playing，
 anc1 
w
h
i
c
h
 
w
o
u
lc1 
n
e
v
e
r
 
h
a
v
e
 
b
e
e
n
 
enactec1 

without the 
intervention 

of 
this 
august 
m
u
t
e
 
personage. 

1t 

w
a
s
 h
e
 that 
ruine c1 
the 
B
o
u
r
b
o
n
s
 a
nc1 
M
r
.
 S
ec1
Iey. 
It 
w
a
s
 h
e
 

w
h
o
s
e
 arrival 
in 
his 
capitaI 
calle c1 
u
p
 
all 
F
r
a
n
c
e
 in 
a
r
m
s
 to 

d
巴fenc1
h
i
m
 
there; 
a
nc1 
all 
E
u
r
o
p
e
 
to 
oust 
him... 
(Chap. 

C
h
a
p
.
 
V
I
I
I
フ
pp.
177-178.) 
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必
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 0
 
T
h
a
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r
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y
 
t!.刊長

斗i¥'

W
e
 c10
 not c1
a
i
m
 to 
r
a
n
k
 
a
m
o
n
g
 
the 
military 

novelists. 

O
u
r
 place 
is 
w
i
t
h
 
the 
n
o
n
“combatants. 

W
h
e
n
 the 
c1
e
氾
ks
are 

c1
earec1 
for 
action 
w
e
 g
o
 b
e
l
o
w
 a
nc1
wait 
meekly. 

(Chap. 
X
 

X
X ，
 p. 
297.) 
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。
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摺
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仲
ロ
鮮
も
l早¥'

\--!~' m
吋
れ
4ミ
AJ

日le
ム占
L
心.，9'

~
Q
~
回~
Q

，{::jム
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 c1
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c
k
y，“
w
h
a
t
 c
a
n
 

they c1
0
 to 
a
 po
o
r
 officer's 

w
ic1
o
w
?
 
B
a
h
!
 the 
times 
of 
sacks 

a
n c1 
siege 
are 
over. 
W
e
 shall 
b
e
 Iet 
to 
g
o
 h
o
m
e
 quietly，
 or 

1
 m
a
y
 
live 
pleasantI
y
 abroac1 
w
i
t
h
 
a
 s
n
u
g
 
little 
income." 

(Chap. 
X
X
X
I
I，
 p. 
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[Amelia]. 
H
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s
 c1
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n
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H
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w
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r
o
p
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;
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m
p
e
r
o
r
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m
o
n
a
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c
h
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regen
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w
a
s
h
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n
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o
o
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口
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宮
山
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目
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ロ
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口
仏
ゲ
同
国
間
仲
子
叩
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田
口
田
町
ロ

E
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E
m
p
開
山
話
ロ
さ

F
O
由CZHmH間口出
W
4
m
B
O田町めの仲田口可

E
r
o出。口同

C同

の
mOHm⑦
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印

rcH口0
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(
U
F
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U

門口
u]VHHH
・)

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
退
位
を
聞
い
た
時
、
〉
g
m
]山
田
は
夫
が
戦
争
に
行
か

な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
と
喜
ん
だ
ほ
ど
の
女
で
あ
る
、
が
、
そ
の
善
良
さ

と
女
ら
し
き
の
報
酬
と
し
て
、
手
ひ
ど
い
罰
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
o

cgH哲
は
戦
死
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
如
何
に
も
あ
っ
け
な
い
こ

の
辛
材
料
な
成
行
き
は
、
あ
ら
ゆ
る
逆
説
の
も
つ
追
力
と
真
実
に
満
ち
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
、
こ
の
小
説
に
於
て
は
、
「
歴
史
的
事
実
」
で
あ
る
ウ

定
タ

i
ル
l
の
戦
で
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
軍
隊
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
に

打
ち
勝
っ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
(
勿
論
、
戦
争
描

写
に
於
い
て
は
、
近
代
文
学
中
屈
指
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
こ
と
で
あ
る
が
)
、
作
中
人
物
に
及
ぼ
す
影
響
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

〉
B
己
芯
の
夫

c
g括
∞
が
戦
死
し
、
ロ
2rU1
の
夫
河
担
当
門
目
。
ロ
が

生
き
残
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
叶
}
戸
田
口
『

EU刊
は
歴
史
家
で
は
な
い
。
彼
は
自
分
の
人

生
観
を
通
し
て
、
歴
史
的
事
実
を
、
人
間
的
な
、
現
実
的
な
生
活
の
線

に
ま
で
引
き
つ
け
て
、
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作

品
の
中
に
於
け
る
吋
E
n
r
2ミ
の
人
間
的
な
現
実
的
な
事
態
の
把
握

は
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
言
う
と
、
∞
2
r
u刊
を
女
傑
の
位
置
か
ら
、

人
間
性
の
あ
る
人
間
の
位
置
に
ま
で
引
き
も
ど
し
た
の
と
同
じ
把
握
な

の
で
あ
る
。
言
。
ず
の
存
在
を
信
じ
、
そ
の
本
質
を
見
抜
い
た
叶
}gnws

2
ミ
も
、
そ
れ
に
対
す
る
手
段
と
し
て
創
造
し
た

S
与
中
の

g
各

国

RFu--
の
力
を
も
て
あ
ま
し
、
自
分
の
力
の
及
ぶ
範
囲
に
引
き
も
ど

し
た
人
間
性
に
対
す
る
淡
い
信
頼
を
抱
く
よ
り
外
に
は
道
は
な
か
っ
た
。

彼
に
は
正
面
か
ら
言
。
ぴ
に
対
、
決
し
、
そ
れ
を
打
破
す
る
だ
け
の
力
は

な
か
っ
た
。
叉
反
対
に
、
み
ず
か
ら
も

E
。
ゲ
で
あ
り
、
そ
の
殻
を
脱

ぎ
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
俗
物
根
性
に
対
し
て
、
最
後
に
彼
の
得
た
武

器
は
、
人
間
性
に
対
す
る
詠
歎
で
あ
っ
た

o
l
i

kJr
一

5
ミ
5

5

誌
白
宣
言
↓
当
rHロr
c同

g
u
r
3
3
-ロ
岳
山
田

司
OH]三
者
}
戸
山
口
r
o
h
g
r
s
r目的

L
2
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R
E
4
E
m
H
p
u
m丘
町
a
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ー
ー
の
O留め
v

口E
P
g
L
2
5
m
r
E
喜
子
四

rc岡
田
口
仏
任
問
吉
守

町内仲田
w
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U
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F
U
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HHUH)・叶
ω
。・〉

-123 

こ
の
世
の
中
に
於
て
、
望
み
ど
お
り
の
も
の
を
手
に
入
れ
、
満
足
し
、

幸
福
で
あ
る
の
は
誰
れ
か
?
〉
B
己
目
白
に
対
す
る
十
数
年
間
の
恋
の

後
、
彼
女
と
結
婚
し
た
当
日
広
三
巴

c
E
Z
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
、

〉
自
己
目
白
で
あ
ろ
う
か
。
や
や
認
め
を
含
ん
だ
よ
う
な
、
気
の
弱
い
妥

協
的
な
一
詠
歎
、
だ
、
が
し
か
し
、
決
し
て
偽
り
で
は
な
い
詠
歎
し
か
も
ら

せ
な
か
っ
た
吋
宮
島
2
ミ
に
す
れ
ば
、
慈
善
小
間
物
一
一
冗
場
に
立
っ
て

い
る
出
2
r
uー
こ
そ
、
人
間
性
を
信
じ
ら
れ
た
幸
福
な
人
間
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

こ
の
人
間
性
に
対
す
る
詠
歎
と
は
、

JF白
井
町

EM刊
、
が
れ
れ
切
町
内
。

Z

F
刊
の
ロ
ユ
白
山
口
3

の
冒
頭
に
於
て
、

E

町
内
ユ
て
ゆ
を
前
に
し
た
富
田
口
英
2

0
h
F巾
可
四
三
2

3出
口
口
白
の
口
を
借
り
て
き
口
う
、

〉同門
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o
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m
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O
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d
H
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o
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M
a
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c
h
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M
a
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J
u
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e
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o
n
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boards ，
 an
d
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into 
the :F
air，
 a
 feeling of p

r
o
t
o
u
n
d
 

m
e
l
a
n
c
h
o
l
y
 c
o
m
e
s
 over .
 
h
i
m
 
in 
his 
survey 
of 
the 
bustling 

place. 
(p. 
xxix.) 
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general 
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r
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 m
e
l
a
n
c
h
o
l
y
 t
h
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W
h
e
n
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u
 c
o
m
e
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o
m
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 yo
u
 sit 
d
o
w
n，
 in 
a
 sob
巴r，

contemplative，
 not 
uncharitable 

f
r
a
m
e
 
of 
m
i
n
d，
 an
d
 
apply 

yourself 
to 
y
o
u
r
 b
o
o
k
s
 of 
y
o
u
r
 business. 

(p. 
xxix.) 
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e
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 Press，
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H
 
(Evangelist) 

T
h
e
n
 1
 sa
w
 in 
m
y
 D
r
e
a
m，
 that 
w
h
e
n
 they 

w
e
r
e
 out 
of 
th
巴
Wilderness，

they 
presently 

s
a
w
 
a
 T
o
w
n
 

before 
t
h
e
m，
 an
d
 the 
n
a
m
e
 of 
that 
is 
Vanity; 

a
n
d
 at 
the 

T
o
w
n
 there 
is 
a
 Fair kept called 

Vanity-Fair，
 because 
the 

T
o
w
n
 w
h
e
r
e
 it 
kept 
is 
lighter 
than 
Vanity (Eccl. 

ii，
 11-17) 

(Psa. 
lxii，
 9) ;
 an
d
 also，
 because 
all 
that 
is 
there 
sold，
 or 

that 
c
o
m
e
t
h
 thither，

 is 
Vanity. 

A
s
 is 
the 
saying 
of 
the 

wise，
 All that 
c
o
m
e
t
h
 is 
Vanii主
y.
(Eccl. 
xi，
 8; 
see 
i，
 1-14; 

ii，
 11-17; 
Isa. 
x!，
 17) 
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f
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b
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h
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に
、
外
科
医

H
N
9
Z
円
仲
間
ロ
O
H

に
売
却
し
た
。
そ
れ
に
味
を
し
め
た
二
人

は
、
以
後
少
く
と
も
十
数
名
を
毒
殺
し
、
死
体
を
同
様
売
却
し
生
計
を
た
て

て
い
た
。
し
か
し
、
遂
に
悪
事
は
露
顕
し
一
八
二
九
年
一
月
二
八
日
、
絞
首

刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

同
コ
ト
異
常
兵
戸
、
急
詰

(
H
寸
志
l
H
∞
凶
仏
〉
父
が
ノ

l
ウ
ィ
チ
の
市
長
で
あ
っ
た

た
め
、
後
を
継
ぐ
べ
く
修
業
し
た
が
失
敗
し
、
一
八
一
一
一
一
年
に
居
酒
屋
を
開

き
賭
博
に
こ
る
、
一
八
二
三
年
昨
賄
事
の
い
さ
か
い
よ
り
、
。
ロ
守
由
民
ニ
-
F
白ロ。

に
て
、
仲
間
の
者
三
宮
思
考
g
B
を
J

ピ
ス
ト
ル
で
射
殺
す
る
。
友
人

HVHorO2
及
び
出
口
三
の
熱
心
な
弁
護
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
罪
と
な
っ

た
が
、
却
っ
て
当
時
の
人
達
の
間
に
非
常
に
有
名
に
な
っ
た
。
巧
己

-sB

Z
S
N
]止
や

者

岳

R
W
C立
ま
で
彼
を
出
2
0
と
た
た
え
当
時
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
娠
わ
し
た
。
一
八
二
四
位
ー
に
は
、
出
・
担
向
・
宮
口
口
氏
が
た
吋
『
由

民
mH同時
2
P
E
B
吋
門
担
問
。
身

2
H
rぬ
ぐ

EHHHM加
え
の
田
宮
山
口
問
ョ
と
い
う
芝

居
に
こ
の
事
件
を
耐
脚
色
し
、
上
演
し
た
O

L

『
内
会
主
ミ
ミ
・

(
U
Q
H
r
コ
若
〈
尽
き
H
寸
凶
品
〉
パ
l
ミ
ン
ガ
ム
生
れ
で
、

一
七
二
五
年
に
夫

Hcr回
国

3
2
と
共
に
ロ
ン
ド
ン
で
下
宿
屋
を
始
じ
め

る
。
後
は
昭
如
懇
に
な
っ
た
下
宿
人
巧

g
品
と
切
己
5
m
と
謀
り
、
夫
』
c
r口

出

3
2
を
毒
殺
す
る
。
頭
・
部
と
胴
体
を
切
断
し
、
頭
は
テ
ム
ズ
河
に
流
し
、

胴
体
は
箱
詰
め
に
し
近
く
の
池
に
投
じ
た
。
一
七
二
六
年
三
月
一
日
の
こ
と

で
あ
る
。
死
体
が
発
見
さ
れ
裁
判
の
結
果
、
火
炎
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
J

当
時
彼
女
を
歌
っ
た
宮
正
、
仕
ま
だ
出
来
た
主
言
一
う
こ
と
で
あ
る
。
叉
、

同，

r
R
r
o
g
u『
自
身
も
、
彼
女
の
生
涯
を
も
と
に
し
て
、
れ
れ
】
1
5
2
R
w
m
y
p
'

哲
也
H53
に
R
R

〔

u
a
v
R
5
0
3
を
発
表
し
て
い
る
。

(
g
g
l
H∞
品
。
)

れれわ巳
rnw円
円
ロ
σ
ョ
に
つ
い
て
は
、
の
O
C
民
同
命
日
可
吋
己
c
g
cロ
H
S
F
b
hリ
h
s
h
h
Hい百

円

p
q
V
「q
一
巴
忌
ぷ
。
鈴
宮
町
三
間
m
dロ
門
戸
市
同
町
田
由

U
S
E
-
M
V・
5
ω
i
H
S
参
照
。

キ

i

ツ

の

墓

⑥ 

(
回
頁
よ
り
つ
づ
き
)

ふ
た
た
び
戸
!
?
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
墓
地
に
か
え
ろ
う
。
こ
れ
は
今
な
お

世
界
で
最
も
美
し
く
、
印
象
深
い
墓
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
!
?
・
カ
ト

リ
ッ
ク
の
国
イ
タ
リ
ア
で
は
、
そ
の
信
仰
か
ら
見
れ
ば
背
教
の
徒
で
あ
る
プ
ロ

テ
ス
タ
ソ
ト
信
者
を
葬
る
場
所
は
な
か
な
か
得
に
く
い
。
ロ
!
?
市
の
南
門
、

サ
ソ
・
パ
ウ
ロ
門
付
近
の
こ
の
場
所
は
背
は
セ
ト
カ
ケ
の
捨
て
場
で
あ
っ
た
ら

し
い
が
、
こ
う
い
う
場
所
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
墓
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
墓
地
の
規
定
で
は
、
こ
こ
は
非
カ
ト

リ
ッ
ク
市
民
の
葬
ら
れ
る
場
所
で
、
約
四
千
人
が
こ
こ
に
葬
ら
れ
て
い
る
が
、

英
国
人
主
ド
イ

y
人
が
最
も
多
く
、
若
干
の
ア
メ
リ
カ
人
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
グ

4

ア
人
、
ロ
シ
ヤ
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
シ
ナ
人
も
こ
こ
に
眠
っ
て
い
る
。

こ
の
場
所
に
葬
ら
れ
た
最
初
の
人
は
、
ラ
ン
グ
ト
ン
と
呼
ば
れ
る
二
十
五
才

の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
卒
業
生
で
、
一
七
三
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
場

所
が
実
際
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
墓
地
と
な
っ
た
の
は
十
八
世
紀
中
葉
の
こ
と

で
あ
る
。
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
ロ
!
?
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
葬
式
は
夜
間
に
行
わ
れ
た
。
つ
一
氷
遠
の
都
」
ロ
l
マ
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
は
昼
間
に
堂
々
と
葬
ら
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
も
は
や
シ
エ
リ
ー
の
墓
に
つ
い
て
記
す
余
裕
は
な
い
。
こ
の
ほ
か

に
、
有
名
な
人
と
し
て
、
ゲ
ー
テ
の
恵
子
ア
ウ
グ
ス
ト
の
墓
も
あ
る
。
ゲ
ー
テ

自
身
、
一
七
八
六
年
ロ
!
?
に
遊
ん
だ
と
き
に
こ
の
墓
地
を
訪
れ
、
自
分
も
こ

こ
に
葬
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
の
詩
の
一
節
が
そ

れ
を
暗
示
す
る
。

死
の
床
に
あ
っ
た
キ
!
?
は
自
分
の
葬
ら
れ
る
こ
の
墓
地
の
も
ょ
う
を
セ
グ

ア
ン
の
口
を
通
し
て
き
い
た
と
き
、
ピ
ラ
ミ
ヅ
ド
と
城
壁
が
影
落
し
、
糸
杉
と

松
の
茂
る
と
こ
ろ
、
ス
ミ
レ
、
パ
ラ
、
テ
ン
ニ
ン
ヵ
、
押
ノ
パ
キ
の
花
咲
き
乱
れ

る
奥
津
城
を
心
の
白
に
見
た
。
彼
は
「
す
で
に
自
分
の
上
に
花
が
は
え
で
る
の

を
感
じ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
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